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地域循環共生圏の創出による持続可能な地域づくり



刊行に当たって

東日本大震災の発生から７年、平成28年熊本地震の発生から２年が経過しました。震
災で亡くなられた方々に深く哀悼の意を表すとともに、大きな被害を受けられた方々に
心よりお見舞い申し上げます。
就任以来、被災地には何度も足を運び、地元の方々のお話を伺う中で、私自身、復興
の取組への決意を新たにしてまいりました。被災地の一日も早い復興と地域の創生に向
け、環境省の総力を挙げて取り組んでまいります。

私が環境事務次官を務めていた2002年当時、我が国はちょうど京都議定書を締結し、
持続可能な社会の構築に向け、一歩を踏み出したところでした。
その後、世界的な大きな時代の変化が生まれました。一つは、2015年に国連総会で採
択された「持続可能な開発目標（SDGs）」です。もう一つは、2016年に発効した気候変
動対策に関する「パリ協定」です。
地球規模の持続可能な社会に向けた動きの中で、我が国として環境行政を推進してい
くためには、企業、自治体、市民などの多様な主体とのパートナーシップを強化し、経
済・社会の諸課題との同時解決を実現していかなければなりません。

こうした時代の大きな転換期であることを踏まえ、本年４月に閣議決定した「第五次
環境基本計画」では、経済社会システム、ライフスタイル、技術といったあらゆる分野
でイノベーションを創り出すことで、先ほど申し上げた同時解決を実現するという方向
性を掲げています。
その具体化の鍵となるのが「地域循環共生圏」です。「地域循環共生圏」は、地域資源
を持続可能な形で最大限活用することで、我が国の地域の活力を最大限に発揮する考え
方と言えます。そして、その機運は既に高まりつつあります。

今年の白書では、この「地域循環共生圏」の創出に向けた、各地の躍動を取り上げま
した。この白書をきっかけに、持続可能な社会に向けた更なる一歩を踏み出していただ
くことを期待します。

環境大臣



は　し　が　き

　この白書は、第196回国会に提出された以下に掲げる報告及び文書をまとめたものです。

１　環境基本法第12条の規定に基づく
　　（1）「平成29年度環境の状況」
　　（2）「平成30年度環境の保全に関する施策」

２　循環型社会形成推進基本法第14条の規定に基づく
　　（1）「平成29年度循環型社会の形成の状況」
　　（2）「平成30年度循環型社会の形成に関する施策」

３　生物多様性基本法第10条の規定に基づく
　　（1）「平成29年度生物の多様性の状況」
　　（2）「平成30年度生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策」



平成 30 年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書についての
ご意見・ご感想又はお問合せは、下記宛てに御連絡ください。

1ページから128ページまで 環境省大臣官房環境計画課
197ページから280ページまで 　（電話 03-3581-3351 内線6255）
297ページから334ページまで 　（E-mail：hakusho@env.go.jp）

159ページから196ページまで 環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室
289ページから296ページまで 　（電話 03-3581-3351 内線7878）

　（E-mail：junkan@env.go.jp）

129ページから158ページまで 環境省自然環境局自然環境計画課生物多様性戦略推進室
281ページから288ページまで 　（電話 03-3581-3351 内線6663）

　（E-mail：NBSAP@env.go.jp）

凡例

◆	 �年（年度）の表記は、原則として西暦を使用し、公的文書の引用等の場合は
和暦を使用しています。

◆	 �「年」とあるものは暦年（1月から12月）を、「年度」とあるものは会計年度
（4月から翌年3月）を指しています。

◆	 �単位の繰上げは、原則として、四捨五入によっています。単位の繰上げにより、
内数の数値の合計と、合計欄の数値が一致しないことがあります。

◆	 �構成比（％）についても、単位の繰上げのため合計が100とならない場合が
あります。

◆	 �本白書に記載した地図は、我が国の領土を網羅的に記したものではありません。

◆	 �原典が外国語で記されている資料については、環境省仮訳が含まれます。
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